慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名において
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一緒に食べること
マナールとライハーンは同じクラスで勉強していました。　
ある日、ライハーンは昼食を持ってくるのを忘れました。だから何も食べるものがありません。　
昼の休み時間中、ライハーンは教室の後ろの方で、宿題をしていました。　
ライハーンはお腹が空いていましたが、何をしていいのか分かりませんでした。　
ライハーンは誰かに食べ物をもらうことはしたくありませんでした。

マナールがカバンの中に忘れたオレンジを取りに来た時、昼食を食べないで勉強しているライハーンを見て驚きました。　マナールはライハーンが昼食を持ってくるのを忘れたのだと、気がつきました。
マナールはすぐに外に出て行きました。
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マナールはランチルームへ昼食を取りに行きました。マナールはライハーンと昼食を分けようと決めましたマナールはライハーンにサンドウィッチとマフィンとオレンジをあげて、自分の分としてサンドウィッチとオレンジだけを取りました。マナールはマフィンがとても好きですが、友達にあげることができて、とてもうれしかったです。　二人はとても楽しく食事をしました。マナールはライハーンよりも楽しむことができました。なぜなら、もらうことよりあげることの方がうれしいからです。よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）は言われました。「ひとりでなく、一緒に食べなさい。（一緒に食べている）仲間たちに祝福（しゅくふく＝バラカ）がやってくるから。」ライハーンはマナールにとても感謝（かんしゃ）しました。しかしマナールはライハーンに自分に感謝（かんしゃ）しないでほしいと言いました。　なぜならそれはアッラーがマナールにするように思われたことをしただけだからです。　困っている人を助けることと、アッラーの恵みをみんなで分け合うことは、すべてのムスリムがしなければいけないことです。
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クルアーンから
◇【アッラーは公平、親切な行動、そして近親（近い親せき）にプレゼントすることを命じました】
（１６．蜜蜂（みつばち）章：９０節）
◇【両親に良くし、近親、孤児（こじ＝両親を失った小さい子」貧しい者に親切にし、人々に優しく話しなさい】（２．雌牛（めうし）章：８３節）

ハディースから
●アブー・フライラー(ラディアッラーフ　アンフ)が伝えたところによると、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）はおっしゃった。
「気前（きまえ）の良い者は、アッラーに近く、天国に近く、人々に近く、地獄（じごく）から遠い。ケチな者はアッラーより遠く、天国からも遠く、人々からも遠く、地獄（じごく）が近い。信仰深いケチな者より、普通だが気前（きまえ）の良い者の方が、アッラーにとって好ましい。」（アッ・ティルミズィーより）
あげることと分けることについて、話し合ってみよう！


１．どうしてライハーンは昼の休み時間中、教室の後ろの方にいましたか？








２．どうしてマナールは驚きましたか？　どうして彼は外に出て行きましたか？








３．あなたがマナールなら、昼食のないライハーンに何をしますか？


　今までにあなたの食べ物や、おもちゃや、本をお友達にあげたことや、貸したことはありますか？




















アッラーとあなたについて話してみよう！


１．あなたは、どうしてマナールはうれしかったとのだと思いますか？








２．あなたは、あなたの食べ物や好きな食べ物をお友達と分けたり、あげたりすることはできますか？








３．あなたは、アッラーはマナールのしたことをよろこばれたと思いますか？
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